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R E D L I S T
私たちのくらしとレッドリストの生き物たち � ［ 第5回］
レッドデータブックに掲載される絶滅のおそれがある野生生物の一覧をレッドリストと言います。
私たちの身近な環境と甲賀市のレッドリストに載る生き物の関係について紹介します。

＊詳しくは「甲賀市ホームページ」→トップの［甲賀市史］のバナーからもご覧いただけます
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　甲賀市は、鈴鹿や信楽の山並みがあり、森林の多い地域です。
最近、この森林に接した地域で獣害の問題をよく聞きます。
　鈴鹿山脈など太平洋側の山地は、国内で最もシカの食害が多い
地域です。農作物や植林地の稚樹の被害だけでなく、森の中に入
ると、その被害に驚きます。シカが食べる、森の下草や低木は、シ
キミ、トリカブト、マツカゼソウなど有毒植物しか残りません。
10年前に咲いていたカタクリなど草花は多くの場所で姿を消
し、幼虫が下草のカンアオイ類を食べる
ギフチョウも絶滅寸前です。
　シカの増加は、温暖化による積雪減少
や、人によるオオカミの駆除や森林利用
の変化などが主な原因とされます。
　人を含む多様な生き物と、それを取り
巻く環境のバランスを保つことが、持続
的に自然の恵みを受けるために必要で
す。

　信楽町宮町の遺跡調査地で、このほど紫香楽宮期
の建物跡１棟が確認されました。
　建物は桁行(間口)24. ９ｍ×梁行(奥行)14. ８ｍ
の規模を持つ極めて大きな東西棟の掘

ほったてばしら
立柱建物で

す。
　この建物の注目すべき点は、建物自体の規模と確
認した位置です。
　建物の規模から紫香楽宮の主要殿舎の１つと推
定でき、他の都城遺跡の事例を考えると政治の中心
区画である紫香楽宮「朝

ちょう
堂
どう

」の北方に内裏的な役割
を果たす「朝堂北方区画」の存在が推測できるよう
になりました。
　また、今回の建物と同様の構造と規模をもつ建物
が「朝堂」中軸線を挟んで西側にも存在したことが
これまでの調査で確認できています。
　紫香楽宮のように朝堂北方に２つの大規模建物
が並立する配置は、他の都城遺跡でも事例が少な
く、恭

く
仁
に

宮跡(京都府木津川市所在)でみられるだけ
です。

　恭仁宮との比較では、区画の有無や建物の構造は
異なるようですが、恭仁宮の離宮として造営された
紫香楽宮においても同様の建物配置が確認できま
した。
　今後更に調査を進め、区画の全容を解明していく
予定です。

山地の森林とレッドリストの生き物

みなくち子どもの森自然館
☎63-6712　Fax63-0466
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▲甲賀農業協同組合但馬甚一代表理事組合長（左）、
　甲賀測量設計協会村山善男会長（右）
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歴史文化財課
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▲建物のイメージ図（ＣＧ）
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